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1. 平成28年3月期第2四半期の連結業績（平成27年4月1日～平成27年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期第2四半期 26,317 9.8 2,220 △14.3 2,301 △14.2 1,244 △29.7
27年3月期第2四半期 23,963 △13.6 2,592 5.5 2,684 2.8 1,769 34.8

（注）包括利益 28年3月期第2四半期 1,139百万円 （△24.7％） 27年3月期第2四半期 1,514百万円 （2.0％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年3月期第2四半期 61.36 ―
27年3月期第2四半期 86.57 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

28年3月期第2四半期 44,114 28,226 64.0
27年3月期 41,751 27,672 66.3
（参考）自己資本 28年3月期第2四半期 28,226百万円 27年3月期 27,672百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― 19.00 ― 19.00 38.00
28年3月期 ― 19.00
28年3月期（予想） ― 19.00 38.00

3. 平成28年 3月期の連結業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する
当期純利益

1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 56,862 17.0 5,510 30.2 5,574 22.5 3,457 45.1 170.72
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(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 
（注）詳細は、添付資料P.５「２．サマリー情報(注記事項)に関する事項(２)四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料P.６「２．サマリー情報(注記事項)に関する事項(３)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P.５「１．当四半期決算に関する定性的情報(３)連結業績予想などの将来予測情報に関す
る説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期2Q 20,940,000 株 27年3月期 20,940,000 株
② 期末自己株式数 28年3月期2Q 735,930 株 27年3月期 617,370 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年3月期2Q 20,288,727 株 27年3月期2Q 20,445,173 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間のわが国経済は、中国経済に係る動向の影響等がみられたものの、緩やかな回復基調

にあります。しかし、中長期的には少子高齢社会の進行、個人消費の中核を担ってきた「団塊の世代」のリタイア

の本格化など、依然として日本経済の先行きは不透明な状況が続いております。 

  こうした経済環境の中、当社グループの主要顧客である自動車販売業界におきましては、軽自動車税の改正の影

響等により、新車販売台数は弱含みで推移した一方、中古車登録台数は前年実績を上回る水準で推移しておりま

す。 

このような状況の中、当社グループにおきましては、ユーザー接点の拡大・強化を進めるとともに、プライベー

トブランド商品・サービスの創出と事業化を通じて、多様化する価値観への対応（絶対価値の追求）を図り、「企

業ブランド」ならびに「商品ブランド」の強化を推進してまいりました。 

また、独創的かつ革新的な商品・サービスの開発・提供を実現するにあたり、グループ各社が保有する経営資源

を有効活用するとともに、グループ内に無いコンテンツ、サービスにつきましては、積極的にM&A・アライアンス

により対応を図ってまいりました。具体的には、自動車関連情報分野において平成27年４月に自動車タイヤ等の販

売を手掛ける株式会社タイヤワールド館ベストを子会社化いたしました。 

こうした取り組みの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、主要事業である自動車関連情報分野において

株式会社キングスオートの中古車輸出売上が前年同四半期を下回ったものの、平成27年４月に子会社化した株式会

社タイヤワールド館ベストのタイヤ・ホイール販売が寄与したことなどから、26,317百万円（対前年同四半期比

9.8％増）となりました。営業利益につきましては、事業拡大による人件費の増加、のれん償却額の増加、プライ

ベートブランド商品・サービスへの先行投資が発生したことなどから2,220百万円（対前年同四半期比14.3％減）

となり、経常利益につきましては、2,301百万円（対前年同四半期比14.2％減）となりました。親会社株主に帰属

する四半期純利益につきましては、1,244百万円（対前年同四半期比29.7％減）となりました。 

  
（参考情報）連結業績予想と実績との差異 

（金額単位：百万円） 

  
なお、事業のセグメント別の業績につきましては、次のとおりであります。 

  

 

  
平成28年３月期第２四半期連結累計期間 

業績予想 実 績 差 異 

売 上 高 25,720 26,317 597 

営 業 利 益  2,227 2,220 △6 

経 常 利 益  2,257 2,301 44 

親会社株主に帰属 
する四半期純利益 

1,315 1,244 △70 
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①自動車関連情報 

当社グループを取り巻く外部環境が厳しい状況で推移する中、中古車販売店の総合的な経営支援を事業方針に

掲げ、取引社数の拡大ならびに顧客当たりの取引単価の維持・拡大に努めてまいりました。 

当第２四半期連結累計期間におきましては、引き続き、「Goo-net」のバックグラウンドシステムである

「MOTOR GATE」の提供を通じて、中古車販売店の総合的な経営支援を推し進めてまいりました。 

 プライベートブランド商品・サービスにつきましては、「GooPit」において取引社数の拡大に取り組むととも

に、クルマ・ポータルサイト「Goo-net」において、「Goo鑑定」、「GooPLUS」、「Goo保証」のサービスを付帯

した中古車セール「Goo-netウルトラSALE」を開催するなど、カーライフにおけるユーザーニーズを網羅したサ

ービスの強化に努めてまいりました。また、平成27年４月に国産タイヤの仕入に強みをもつ株式会社タイヤワー

ルド館ベストを子会社化し、更なる事業拡大に取り組んでまいりました。 

以上のことから、売上高は24,007百万円（対前年同四半期比10.1％増）となりました。増収となった主な要因

は、株式会社キングスオートにおける中古車輸出売上において、主要な仕向地である香港向けの輸出が減少した

一方、平成27年４月に子会社化した株式会社タイヤワールド館ベストのタイヤ・ホイール販売が寄与したことな

どによるものであります。営業利益につきましては、事業拡大に伴う人件費の増加、のれん償却額の増加、プラ

イベートブランド商品・サービスへの先行投資が発生したことなどから、2,805百万円（対前年同四半期比

14.2％減）となりました。 

②生活関連情報 

株式会社プロトメディカルケアにつきましては、引き続き、福祉用具のレンタルサービス事業の効率化を図る

とともに、医療・介護・福祉関連事業におけるシナジーを追求することで更なる事業拡大に取り組んでまいりま

した。 

また、当社につきましては、カルチャー情報事業において、趣味・資格の情報検索サイト「グースクール」の

全面リニューアルにより、コンテンツの質の向上を図るとともに、ユーザーの更なる利便性の向上に努めてまい

りました。リサイクル・リユース事業においては、引き続き、コンテンツの拡充・ユーザーの利便性の向上に努

めてまいりました。 

更に、株式会社プロトデータセンターの不動産情報誌「GooHome」につきましては、取引社数の拡大及び掲載

物件の拡充を図るとともに、他社メディアとの提携により付加価値の高いサービスの提供に努めてまいりまし

た。 

以上のことから、売上高は1,647百万円（対前年同四半期比2.5％減）となりました。減収となった主な要因

は、医療・介護・福祉関連事業が堅調に推移した一方、当社のカルチャー情報事業における広告収入が減少した

ことなどによるものであります。営業利益につきましては、医療・介護・福祉関連事業が増益となった一方、当

社のカルチャー情報事業が減収となったことから、182百万円（対前年同四半期比2.1％減）となりました。 

③不動産 

当社が自社物件の賃貸管理を中心に行い、売上高は80百万円（対前年同四半期比1.7％減）、営業利益は55百

万円（対前年同四半期比10.0％増）となりました。 

④その他 

平成26年10月に子会社化した株式会社アイソリューションズのソフトウエア開発売上が寄与したことから、売

上高は581百万円（対前年同四半期比50.4％増）となりました。営業利益につきましては、23百万円の営業損失

（前年同四半期実績は47百万円の営業損失）となりました。 
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（２）財政状態に関する説明 

①資産、負債及び純資産の状況 

当第２四半期連結会計期間末の総資産は44,114百万円となり、前連結会計年度末と比較して2,363百万円の増

加となりました。資産、負債及び純資産の状況につきましては、次のとおりであります。 

ⅰ資産 

流動資産につきましては、株式会社タイヤワールド館ベストの株式取得資金の支払や配当金の支払などによ

り現金及び預金が減少した一方、株式会社タイヤワールド館ベストの子会社化に伴いたな卸資産が増加したこ

となどから、22,878百万円となり、前連結会計年度末と比較して1,134百万円の増加となりました。 

 固定資産につきましては、株式会社タイヤワールド館ベストの子会社化に伴い有形固定資産が増加したこと

と、同社株式の取得に係るのれんを計上したことなどから、21,236百万円となり、前連結会計年度末と比較し

て1,228百万円の増加となりました。 

ⅱ負債 

流動負債につきましては、短期借入金が増加したこと、株式会社タイヤワールド館ベストの子会社化に伴い

仕入債務が増加したことなどから、13,305百万円となり、前連結会計年度末と比較して2,342百万円の増加と

なりました。 

 固定負債につきましては、長期借入金の返済などにより、2,583百万円となり、前連結会計年度末と比較し

て533百万円の減少となりました。 

ⅲ純資産 

剰余金の配当が386百万円、自己株式の取得が199百万円発生したものの、親会社株主に帰属する四半期純利

益1,244百万円の計上により利益剰余金が増加したことから、純資産は28,226百万円となり、前連結会計年度

末と比較して554百万円増加しております。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物につきましては、前連結会計年度末と比較して939百

万円減少し、11,091百万円となりました。現金及び現金同等物が減少した主な要因につきましては、次のとおり

であります。 

ⅰ営業活動によるキャッシュ・フロー 

営業活動によるキャッシュ・フローは、株式会社タイヤワールド館ベストの商品在庫の増加に伴うたな卸資

産の増加が659百万円、未払消費税等の減少が625百万円、前期の法人税等の支払が1,059百万円発生した一

方、税金等調整前四半期純利益2,217百万円、支出を伴わない減価償却費、のれん償却額及び減損損失の合計

が1,082百万円、仕入債務の増加が1,227百万円となったことなどから、1,629百万円の収入となりました。 

ⅱ投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動によるキャッシュ・フローは、株式会社タイヤワールド館ベストの株式取得に係る支出が1,540百

万円、固定資産の取得による支出が322百万円発生したことなどから、1,880百万円の支出となりました。 

ⅲ財務活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動によるキャッシュ・フローは、当社において前期期末配当金の支払が384百万円、自己株式の取得

による支出が199百万円、短期・長期借入金の純減少額が98百万円発生したことにより、681百万円の支出とな

りました。 
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

現在のところ概ね当初計画通りに進捗していることから、平成27年５月８日に公表いたしました業績予想に変更

はございませんが、今後の進捗状況等に応じ、精査の上、開示すべき事象が生じた場合には速やかに公表いたしま

す。 

なお、業績見通しは、当社グループが現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づき算

定しておりますが、予想に内在する不確定要因や今後の事業運営における状況の変化等により、実際の業績等は大

きく異なる可能性があることをご了承ください。 

  
２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

なお、特定子会社の異動には該当しておりませんが、当第２四半期連結累計期間における子会社の異動は以下の

とおりであります。 

  

新規：株式会社タイヤワールド館ベスト 

当社グループは、国内最大級の中古車登録台数を誇るクルマ・ポータルサイト「Goo-net」を軸に消費者メリ

ットを追求した様々な情報サービスを提供しております。また、Goo鑑定を始めとする商品・サービスの更なる

強化を推進するとともに、当社の主力事業である自動車関連事業の更なる成長を図っていくため、事業領域の一

層の拡大に取り組んでおります。 

 株式会社タイヤワールド館ベストは、東北地方を中心に、主に店舗での自動車タイヤ等の販売などを行ってお

り、国産タイヤの仕入に強みをもっております。今後、当社グループとしては、消費者への提供だけでなく、当

社の顧客である中古車販売店、整備業者向けのタイヤ販売を強化すること、クルマ・ポータルサイト「Goo-

net」を中心とした当社メディアとのシナジーを通じて、株式会社タイヤワールド館ベストの更なる事業規模拡

大を図っていくことを目的として、同社を子会社化いたしました。 

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認めら

れるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

②固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している固定資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

によっております。 
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（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更 

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当

社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用と

して計上する方法に変更いたしました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたしました。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

当第２四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フロー計算書においては、連結範囲の変動を伴う子会社

株式の取得関連費用に係るキャッシュ・フローを「営業活動によるキャッシュ・フロー」の区分に記載しており

ます。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）

及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期

首時点から将来にわたって適用しております。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ10,343

千円減少しております。 
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３．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

  

 

                      (単位：千円) 

                    
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 12,431,593 11,492,431 

    受取手形及び売掛金 4,690,743 4,402,361 

    電子記録債権 6,200 4,700 

    商品及び製品 3,629,207 4,662,267 

    仕掛品 96,221 163,175 

    原材料及び貯蔵品 9,540 17,818 

    繰延税金資産 341,462 446,504 

    その他 654,873 1,801,957 

    貸倒引当金 △116,368 △113,181 

    流動資産合計 21,743,473 22,878,034 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物及び構築物（純額） 5,197,249 5,325,706 

      土地 4,787,130 4,787,130 

      その他（純額） 473,478 490,789 

      有形固定資産合計 10,457,858 10,603,626 

    無形固定資産     

      のれん 5,888,939 6,979,127 

      その他 2,199,604 2,159,762 

      無形固定資産合計 8,088,543 9,138,890 

    投資その他の資産     

      投資有価証券 383,576 395,645 

      繰延税金資産 245,949 221,922 

      その他 870,489 923,269 

      貸倒引当金 △38,480 △46,500 

      投資その他の資産合計 1,461,535 1,494,337 

    固定資産合計 20,007,937 21,236,853 

  資産合計 41,751,411 44,114,888 
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                      (単位：千円) 

                    
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

負債の部     

  流動負債     

    支払手形及び買掛金 806,482 2,999,656 

    短期借入金 2,400,000 2,950,000 

    1年内返済予定の長期借入金 1,223,530 1,179,480 

    未払法人税等 1,077,130 1,060,941 

    返品調整引当金 106,698 90,281 

    賞与引当金 115,482 186,642 

    返金引当金 513 394 

    ポイント引当金 22,872 21,879 

    その他 5,210,213 4,815,979 

    流動負債合計 10,962,923 13,305,254 

  固定負債     

    長期借入金 2,608,043 2,004,025 

    役員退職慰労引当金 290,775 233,915 

    資産除去債務 53,497 211,864 

    その他 163,966 133,329 

    固定負債合計 3,116,282 2,583,134 

  負債合計 14,079,205 15,888,389 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 1,824,620 1,824,620 

    資本剰余金 2,011,734 2,011,734 

    利益剰余金 23,596,966 24,455,669 

    自己株式 △908,000 △1,107,184 

    株主資本合計 26,525,320 27,184,839 

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 121,673 129,872 

    為替換算調整勘定 1,025,211 911,786 

    その他の包括利益累計額合計 1,146,885 1,041,659 

  純資産合計 27,672,205 28,226,499 

負債純資産合計 41,751,411 44,114,888 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第２四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：千円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

売上高 23,963,607 26,317,852 

売上原価 13,724,903 15,779,762 

売上総利益 10,238,704 10,538,089 

返品調整引当金戻入額 105,689 106,144 

返品調整引当金繰入額 105,391 90,386 

差引売上総利益 10,239,002 10,553,848 

販売費及び一般管理費     

  役員報酬及び給料手当 2,947,584 3,191,517 

  役員退職慰労引当金繰入額 △75 9,450 

  賞与引当金繰入額 106,926 138,611 

  広告宣伝費 1,020,061 1,037,889 

  貸倒引当金繰入額 △2,387 4,268 

  ポイント引当金繰入額 2,187 2,331 

  のれん償却額 456,817 517,256 

  その他 3,115,677 3,431,534 

  販売費及び一般管理費合計 7,646,791 8,332,859 

営業利益 2,592,211 2,220,988 

営業外収益     

  受取利息 14,802 14,715 

  受取配当金 6,324 6,334 

  為替差益 27,773 51,637 

  その他 88,215 62,580 

  営業外収益合計 137,115 135,268 

営業外費用     

  支払利息 35,345 23,810 

  デリバティブ評価損 618 23,008 

  その他 9,254 7,665 

  営業外費用合計 45,219 54,483 

経常利益 2,684,107 2,301,772 
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                      (単位：千円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

特別利益     

  固定資産売却益 14,183 1,844 

  子会社清算益 214,922 ― 

  事業譲渡益 6,859 6,960 

  特別利益合計 235,965 8,804 

特別損失     

  固定資産売却損 1,281 ― 

  固定資産除却損 1,359 20,951 

  減損損失 ― 72,255 

  和解金 1,413 ― 

  その他 100 ― 

  特別損失合計 4,154 93,207 

税金等調整前四半期純利益 2,915,918 2,217,369 

法人税、住民税及び事業税 1,331,455 1,016,835 

法人税等調整額 △185,480 △44,299 

法人税等合計 1,145,975 972,536 

四半期純利益 1,769,942 1,244,833 

非支配株主に帰属する四半期純利益 ― ― 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,769,942 1,244,833 
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四半期連結包括利益計算書 

第２四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：千円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

四半期純利益 1,769,942 1,244,833 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 20,266 8,199 

  為替換算調整勘定 △275,849 △113,425 

  その他の包括利益合計 △255,583 △105,225 

四半期包括利益 1,514,359 1,139,607 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 1,514,359 1,139,607 

  非支配株主に係る四半期包括利益 ― ― 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

  

 

                      (単位：千円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー     

  税金等調整前四半期純利益 2,915,918 2,217,369 

  減価償却費 424,356 493,084 

  減損損失 ― 72,255 

  のれん償却額 456,817 517,256 

  デリバティブ評価損益（△は益） 618 23,008 

  役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △825 △56,860 

  賞与引当金の増減額（△は減少） 12,158 48,849 

  返品調整引当金の増減額（△は減少） △8,064 △16,417 

  貸倒引当金の増減額（△は減少） △23,718 2,288 

  ポイント引当金の増減額（△は減少） △127 △992 

  受取利息及び受取配当金 △21,126 △21,050 

  支払利息 35,345 23,810 

  為替差損益（△は益） △27,773 △31,470 

  固定資産除売却損益（△は益） △11,442 19,107 

  事業譲渡損益（△は益） △6,859 △6,960 

  子会社清算損益（△は益） △214,922 ― 

  売上債権の増減額（△は増加） 518,120 180,009 

  たな卸資産の増減額（△は増加） 668,243 △659,350 

  仕入債務の増減額（△は減少） 69,415 1,227,412 

  未払費用の増減額（△は減少） 500,652 △77,811 

  前受金の増減額（△は減少） 165,905 174,612 

  未払消費税等の増減額（△は減少） 174,113 △625,777 

  その他 △142,848 △822,405 

  小計 5,483,956 2,679,968 

  利息及び配当金の受取額 21,107 21,050 

  利息の支払額 △34,478 △23,504 

  法人税等の支払額 △1,583,140 △1,059,094 

  法人税等の還付額 ― 10,658 

  営業活動によるキャッシュ・フロー 3,887,444 1,629,077 
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                      (単位：千円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー     

  定期預金の預入による支出 △9,400 △20 

  定期預金の払戻による収入 50,200 ― 

  有形固定資産の取得による支出 △42,531 △63,663 

  有形固定資産の売却による収入 20,906 378 

  無形固定資産の取得による支出 △209,909 △258,835 

  長期前払費用の取得による支出 △6,822 △11,204 

  
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得
による支出 

― △1,540,657 

  事業譲受による支出 △55,125 △8,000 

  事業譲渡による収入 7,426 7,516 

  その他 △48,756 △5,581 

  投資活動によるキャッシュ・フロー △294,013 △1,880,068 

財務活動によるキャッシュ・フロー     

  短期借入金の増減額（△は減少） △879,030 550,000 

  長期借入金の返済による支出 △1,470,140 △648,068 

  自己株式の取得による支出 △177 △199,183 

  配当金の支払額 △383,112 △384,206 

  財務活動によるキャッシュ・フロー △2,732,460 △681,458 

現金及び現金同等物に係る換算差額 18,194 △6,734 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 879,165 △939,183 

現金及び現金同等物の期首残高 11,097,287 12,030,649 

現金及び現金同等物の四半期末残高 11,976,452 11,091,466 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

  
（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

当社は、平成27年８月18日開催の取締役会決議により、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用され

る同法第156条の規定に基づき、平成27年８月24日から平成27年９月18日までの期間に自己株式118,400株を取得

いたしました。この結果、当第２四半期連結累計期間において自己株式が199,183千円増加し、当第２四半期連結

会計期間末における自己株式は1,107,184千円となっております。 

  
（セグメント情報等） 

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成26年４月１日  至  平成26年９月30日) 

１ 報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取

締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。 

当社グループは、主に自動車ならびに生活に関連する情報を収集・整理・分類し、有用な情報コンテンツに加

工した上で、当社グループのメディアを通じて消費者ならびに法人企業の皆様に提供するとともに、法人企業の

事業運営を支援する関連サービスの提供を行っております。従って、当社グループはこの情報コンテンツを基に

セグメントが構成されており、「自動車関連情報」、「生活関連情報」、「不動産」及び「その他」の４つを報

告セグメントとしております。なお、各報告セグメントに含まれる主要品目は、以下のとおりであります。 

 

報告セグメント 主要品目等 

自動車関連情報 

クルマ情報誌「Goo」、輸入車情報誌「GooWORLD」 

バイク情報誌「GooBike」、クルマパーツ情報誌「GooParts」 

バイク専門誌「ROAD RIDER」 

クルマ・ポータルサイト「Goo-net」 

バイク専門ポータルサイト「BikeBros.」 

「週刊オークション情報」、中古車データ検索システム「データライン」 

「月刊ボデーショップレポート」、鈑金塗装見積りシステム「モレノン」 

自動車整備業マネジメントシステム「SuperATOM3」、「PIT3」 

自動車整備業鈑金統合システム「ラクロス」 

中古車輸出事業 

タイヤ・ホイール通販サイト「AUTOWAY LOOP」 

生活関連情報 

介護の総合検索サイト「オアシスナビ×ハートぺージ」 

医療・介護・福祉の求人転職サイト「介護求人ナビ」 

看護師専門求人サイト「ナースエージェント」 

看護師専門の転職支援サービス「Medical CUBIC」 

介護情報誌「ハートページ」 

趣味・資格の情報検索サイト「グースクール」 

買取価格比較検索サイト「おいくら」 

不動産 賃貸等不動産の保全・管理 

その他 
BPO（ビジネスプロセスアウトソーシング） 

太陽光発電 
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２ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(単位：千円)

(注) １ セグメント利益又は損失(△)の調整額には、セグメント間取引消去△10,481千円、全社費用△855,644千円

が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

該当事項はありません。 

  

（のれんの金額の重要な変動） 

該当事項はありません。 

  

（重要な負ののれん発生益） 

該当事項はありません。 

  

 

  

報告セグメント 
調整額 
(注)1 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(注)2 

自動車 
関連情報 

生活 
関連情報 

不動産 その他 計 

売上高               

 外部顧客への売上高 21,804,475 1,690,240 82,366 386,526 23,963,607 ― 23,963,607 

 セグメント間の内部 
 売上高又は振替高 

71,290 1,040 115,549 49,483 237,363 △237,363 ― 

計 21,875,765 1,691,280 197,915 436,010 24,200,971 △237,363 23,963,607 

  セグメント利益 
  又は損失(△) 

3,270,030 186,263 50,008 △47,965 3,458,337 △866,126 2,592,211 
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Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成27年４月１日  至  平成27年９月30日) 

１ 報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取

締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。 

当社グループは、主に自動車ならびに生活に関連する情報を収集・整理・分類し、有用な情報コンテンツに加

工した上で、当社グループのメディアを通じて消費者ならびに法人企業の皆様に提供するとともに、法人企業の

事業運営を支援する関連サービスの提供を行っております。従って、当社グループはこの情報コンテンツを基に

セグメントが構成されており、「自動車関連情報」、「生活関連情報」、「不動産」及び「その他」の４つを報

告セグメントとしております。なお、各報告セグメントに含まれる主要品目は、以下のとおりであります。 

 

報告セグメント 主要品目等 

自動車関連情報 

クルマ情報誌「Goo」、輸入車情報誌「GooWORLD」 

バイク情報誌「GooBike」、クルマパーツ情報誌「GooParts」 

バイク専門誌「ROAD RIDER」 

クルマ・ポータルサイト「Goo-net」 

バイク専門ポータルサイト「BikeBros.」 

「週刊オークション情報」、中古車データ検索システム「データライン」 

「月刊ボデーショップレポート」、鈑金塗装見積りシステム「モレノン NEXT」 

自動車整備業マネジメントシステム「SuperATOM3 NEXT」、「PIT3 NEXT」 

自動車整備業鈑金統合システム「ラクロス」 

中古車輸出事業 

タイヤ・ホイール等の販売 

生活関連情報 

介護の総合検索サイト「オアシスナビ×ハートぺージ」 

医療・介護・福祉の求人転職サイト「介護求人ナビ」 

看護師専門求人サイト「ナースエージェント」 

看護師専門の転職支援サービス「Medical Cubic」 

介護情報誌「ハートページ」 

趣味・資格の情報検索サイト「グースクール」 

買取価格比較検索サイト「おいくら」 

不動産 賃貸等不動産の保全・管理 

その他 

BPO（ビジネスプロセスアウトソーシング） 

太陽光発電 

ソフトウエア開発・販売等 
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２ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(単位：千円)

(注) １ セグメント利益又は損失(△)の調整額には、セグメント間取引消去△14,448千円、全社費用△784,110千円

が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

当第２四半期連結累計期間において、「自動車関連情報」セグメントにて減損損失72,255千円を計上しており

ます。主な要因は、株式会社オートウェイの本社社屋等の建替えに係るものであります。 

  

（のれんの金額の重要な変動） 

当第２四半期連結会計期間末ののれんは6,979,127千円となり、前連結会計年度末と比較して1,090,188千円増

加いたしました。のれんが増加した主な要因は次のとおりであります。 

「自動車関連情報」セグメントにおいて、平成27年４月に株式会社タイヤワールド館ベストを子会社化したこ

とに伴い、1,705,357千円ののれんを計上しております。 

  

（重要な負ののれん発生益） 

該当事項はありません。 

  

 

  

報告セグメント 
調整額 
(注)1 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(注)2 

自動車 
関連情報 

生活 
関連情報 

不動産 その他 計 

売上高               

 外部顧客への売上高 24,007,829 1,647,677 80,944 581,401 26,317,852 ― 26,317,852 

 セグメント間の内部 
 売上高又は振替高 

12,859 1,260 115,794 88,472 218,388 △218,388 ― 

計 24,020,688 1,648,937 196,739 669,874 26,536,240 △218,388 26,317,852 

  セグメント利益 
  又は損失(△) 

2,805,874 182,436 55,031 △23,794 3,019,547 △798,559 2,220,988 
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４．補足情報 

 生産、受注及び販売の状況 

 当第２四半期連結累計期間 (自  平成27年４月１日  至  平成27年９月30日) 

①生産実績 

当第２四半期連結累計期間の生産実績を報告セグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

(注) １ セグメント間取引につきましては、相殺消去しております。 

２ 金額には、消費税等は含まれておりません。 

３  生産実績につきましては、自動車関連情報、生活関連情報、その他における外注費を表示しております。 

不動産につきましては、生産実績がありませんので、記載しておりません。 

  

②受注実績 

受注後売上計上までの期間が概ね１ヶ月以内であるため、記載を省略しております。 

  

③販売実績 

当第２四半期連結累計期間の販売実績を報告セグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

(注) １ セグメント間取引につきましては、相殺消去しております。 

２ 金額には、消費税等は含まれておりません。 

３  自動車関連情報の情報登録・掲載料につきましては、主に情報誌への広告掲載料であります。また、情報提

供料につきましては、主に法人向けデータ提供料のほか、中古車輸出、タイヤ・ホイール等の販売に係る売

上が含まれております。 

  

 

報告セグメントの名称 当第２四半期連結累計期間(千円) 前年同四半期比(％)

自動車関連情報   3,024,022 112.2 

生活関連情報   120,345 147.4 

その他   1,444 ― 

合計 3,145,812 113.3 
 

報告セグメントの名称 当第２四半期連結累計期間(千円) 前年同四半期比(％)

自動車関連情報   24,007,829 110.1 

  情報登録・掲載料   10,140,019 98.2 

  情報提供料   13,867,809 120.9 

生活関連情報   1,647,677 97.5 

不動産   80,944 98.3 

その他   581,401 150.4 

合計 26,317,852 109.8 
 

株式会社プロトコーポレーション（4298） 平成28年3月期第2四半期決算短信

 
－ 18 －


	38-2Q決算短信サマリー情報_20151026
	38-2Q決算短信添付資料_20151029



